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１．バウムガルテン（Alexander Gottlieb Baumgarten、1714-1764） 
著書『形而上学』（一七五七年）と『美学（Aesthetica）』（1750/58）において提起された新たな哲






















                                                   
1 「美学」の提起自体は一七三五年の『詩に関する若干の事柄についての論考』§116 に遡る。 
2 Ästhetik、Aesthetica という語は、感覚的なものを意味するギリシア語 aisthesis に基づく造語 






























その後、明治 22 年（1889 年）に東京美術学校が開校し、フェノロサが「美学美術史」講義を担当

















































































































 1867（慶應 3）西周『百一新論』（刊行 1874 年）で「善美学(エスゼチーキ)」に言及 


















 1868 年（M1）生まれ（旧姓：小屋） 
 1891 年（M24）東京帝国大学卒（夏目漱石と同級） 
 1992 年（M25 ）大西祝の推薦により、東京専門学校でハルトマン美学を講義。 
 1896～1900 年ヨーロッパに留学 






















































「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
148 
ト、ウィツセンシャフト）と言える。 
4)だが美術は個人的社会的現象の一部として事実的に存在するだけではなく、個人社会に対する「理
想」としても存在する。その理想的標準、その道徳宗教及学術上の最終原理との関係を研究するのは
「哲学的美学」「美術哲学」である。その形式上の欠点は、材料に当たり事実を研究して法則を見つ
けるべき所に「哲学上の成見」による間に合わせの解釈を入れることであり、「美学上の知識が狭い」
ことや「理想標準が偏狭」であることも欠点である。 
5)新たな美学的研究においては、「美術学」（心理的美学＋社会学的美学）と「美術哲学」を「別々
に分けて研究する方が利益」である。その際、心理的研究において、「美術の感化」のみならず「美
術を制作する心状の研究」も重要であり、それに関連する社会学的研究も合わせて「全体纏まった体
系」ができれば、美学の信用の回復につながると結んでいる。（305f．） 
 
＊大塚が美学講座就任にあたって考えたのは、「科学的研究」の導入だったと言える。従来の美学理
論を「理想」の究明として確保しつつ、新たな文芸批評や芸術批評の手掛かりとして、新たな現象に
関する心理的社会学的研究を導入することに、学的探究としての「美学」の確立を追究した。 
 
 
 
